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１ 来 歴       岡山県農林水産総合センター森林研究所では、1981年、貿易

商社を通じて、中国から「チュウゴクグリ＊」の実を入手し、当

研究所内で育成した。この中から、有望な３個体を選抜し（阿

部 2007）、2007年２月９日に種苗法に基づく品種登録の出願

を行った。翌 2008 年３月 13 日、正式に品種名「岡山１号」、

「岡山２号」及び「岡山３号」として品種登録された（西山 

2012、西山 2017b）。2018年度現在、上記３品種のうち、「岡

山１号」と「岡山３号」の２品種を中心に、「岡山甘栗＊」と称

し、県北部勝英地域において産地化を進めており（表－１、図

－１ 参照）、2018年度からは、本格的に収穫が開始されたと

ころである（図－２ 参照）。 

なお、日本国内におけるチュウゴクグリの産地は、現在、岡

山県新見市哲西地域を中心に、「哲西栗＊」〔品種名：傍士（ほ

うじ）360号＊〕が、一部栽培されているのみである（今井 2014）。 
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２ 栽培 

（１）適地の選定      国内におけるニホングリの栽培範囲は、現在、東北～九州南 

1）気象条件    部までであり、クリ属自体の適応範囲は広いと考えられる。 

ニホングリ産地の年平均気温は 10～16℃、年間降水量は

1,000～2,600mm程度となっているのに対し、チュウゴクグリ＊

の最大産地である中国・華北地区（図－３ 参照）の年平均気

温は８～12℃、華中地区は同 15～17℃である（猪崎 1978）。 

なお、「岡山１号」は、河北省＊よりさらに北部に位置する東

北地区の遼寧省産のチュゴクグリの実生由来であり、同省（潘

陽市）の年平均気温は 8.5℃、年降水量は 690.3mm となってい

る（遼寧省潘陽市 HP）。 

一方、「岡山３号」は華中地区の湖南省産の実生由来であり、

同省（長沙市）の年平均気温は 17.5℃、年降水量は 1,468.8mm

となっている（湖南省長沙市 HP）。以上のように、「岡山１号」

と、「岡山３号」では、その生育に好ましい環境（気温、年降

水量）は異なる可能性がある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

              

図－３ 岡山甘栗発祥地（中国）における生育環境 

注.農文協（1985）を改変 


